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沖縄県は残念ながら、子育てにおいてさまざまな問題を抱えていると言える。学力が低いことは

知られているが、その背景には、出生率１位の一方で失業率１位、離婚率１位、県民所得最下位な

ど、子育ての条件の厳しさもあると考えられる。また小学校入学前の１年間、１年制の公立幼稚園

に通い午後から行き場を失ったり二重保育に陥ったりするなど、幼児教育段階での空白期間が生じ

る「５歳児問題」という沖縄独自の問題も存在している。そうした中で注目したいのが「子ども・

子育て支援新制度」である。この制度では、「認定こども園」の設置が重要な柱の一つとなってお

り、こども園を充実させることにより空白期間が埋められるだけでなく、幼児教育を拡充させるこ

とで、学力問題をも解決する道を大きく拓くと考える。そしてこのことは、出生率1.94（2015年）

の沖縄から質の高い保育と教育のモデルを全国に提示することでもある。

このように、本シンポジウムは、沖縄の抱える保育と学力の問題とそれを解決する可能性と進む

べき方向を議論することを通して、我が国全体が抱える幼児期の保育と教育の課題について一石を

投じることを目的とするものである
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